
















































































































































































































































































































































































３）『塔里木内陸河』17 頁。タリム河の全流域年間流量は 429 億㎥とされる（『塔里木河』7 ～ 8 頁）。




６）同前書、84 ～ 85 頁。
７）20 世紀後半の年間の降水量と蒸発量の平均値はそれぞれ、莎車が 43.2㎜と 2,244.9㎜、麦盖提が 39.4㎜と 2,349.3
㎜、巴楚が 65.8㎜と 1,635.7㎜となっている（同前書、67 頁）。
８）『塔里木内陸河』146 頁によれば、葉爾羌河流域の平原ダムでの蒸発・漏水は有効貯水量 10.4 億㎥に対して 6.438
億㎥に達している。




12）同前書、126 ～ 131 頁。
13）『博斯騰湖生態環境』3 頁。




17）同前書、188 ～ 189 頁。
18）同前書、185 ～ 186 頁。上流域の用水使用の増加や自然要素の影響から入湖水量は 2000 年の 35.46 億㎥から
2010 年の 29.3 億㎥に減少し、湖面の海抜は 2000 年の 1,048.6㍍から 2010 年には 1,045.72㍍に約３㍍低下している。




37 頁）。開都河に入る塩は毎年 86 万トンといわれ、その 80％が農田からの排水に含まれている（『博斯騰湖生
態環境』190 頁）。
19）『博斯騰湖流域』13 頁。結果として羅
ロ プ ノ ー ル






25）『塔里木河』71 ～ 73 頁。




29）『節水灌漑技術』71 ～ 72 頁。
30）同前書、225 頁。
31）『新疆兵団水文』13 頁。1960 年から 1972 年にかけて兵団の農一師は葉爾羌河の水を引く上游水庫、和田河の
水を引く勝利水庫、阿克蘇河の水を引く多浪水庫などの大規模な平原ダムを建設し、塔里木攔河閘などの大型
水利工程を建設した（『塔里木河』21 頁）。




34）同前書、87 ～ 88 頁。
35）『塔里木内陸河』252 頁。
36）『新疆環境科学研究』126 ～ 127 頁。
37）『新疆環境管理』4 ～ 5 頁。
38）『新疆環境発展規劃』16 頁。この核に関わる放射能の安全性監測は、烏魯木斉、喀什、伊寧など自治区各地
でおこなわれている（同前書、154 ～ 155 頁）。



















51）同前書、69 ～ 70 頁。定居地の社会インフラも未整備で、幼稚園や小学校がなく､ 教育を受けることが困難
な地域が多い（同前書、78 頁）。







58）『新疆環境発展規劃』108 ～ 109 頁。
59）『新疆環境管理』41 頁。
60）同前書、46 頁。
61）同前書、136 頁。2010 年、新疆ウイグル自治区で廃水汚染物排出企業としてマークされている企業体は 4,758








69）『新疆環境発展規劃』230 ～ 235 頁。
70）同前書、226 ～ 229 頁。
71）同前書、218 ～ 221 頁。
72）同前書、160 頁。
73）『新疆環境管理』122 頁。
74）同前書、123 頁。
75）『新疆地表水』11 頁。
キーワード：中国西北部水環境
